
 

新学習指導要領では、共通必履修科目が「現代の国語」及び「言語文化」に改編される。国語科

の新しい科目構成の理念や各科目の目標、それぞれで育成する資質・能力等を見据えながら、今

からどのような授業改善が可能なのか。「高次の学力」を育むことを狙いとした「現代の国語」の

授業案を提案することで、その可能性を探る。また、単なる「新テスト」対策にとどまらずに、高

大接続改革にどう臨むかについても意見交流したい。 

 

 

新学習指導要領の共通必履修科目「現代の国語」を念頭に渡邉氏が実際に構想し、今年度２学

期に勤務校で実施された、１年生「国語総合」の単元「伝統・文化とは？」をご紹介いただきなが

ら、「高次の学力」を育む単元のデザインについて考えた。渡邉氏は、新学習指導要領国語の各科

目の中でも、まず「現代の国語」に注目する。というのも、「教材の読み取りが指導の中心」で、

「主体的な表現等が重視された授業」や「話合いや論述などの『話すこと・聞くこと』、『書くこ

と』の領域の学習」が十分行われていない（中教審 2016 答申）という現行の国語の課題を克服す

るために新設された科目こそ、「現代の国語」だからだ。それゆえ、教材ジャンルの変革（「実用

的な文章」等）ばかりに着目するよりも、この科目でどんな力をつけるかという原点を見据える

こと、そして、生徒を豊かな表現へと誘う教材を選定することを重視し、魅力的で意義深い「現

代の国語」の授業を実現することが、新学習指導要領の国語の成否のカギとなると渡邉氏はみて

いる。 

単元「伝統・文化とは？」では、教科書採録の西江雅之の文章（『食べる 増補新版』青土社 2013

年より）を中心に開発した教材群で、「書く能力」の育成を目指した。目標の設定に際して、渡邉

氏は「一口に○○力というが、それはどんな力なのか」を明確化することを重視する。例えば本

単元においては、若狭高校国語科チームが大切にしてきた「相手の反応を予想し、論拠を示す」

ことを、「書く能力」を見とる観点として掲げた。というのも、目の前の生徒を見ていて、意見文

を書く際に「なぜそう考えるのか」についての言及が弱いと国語科チームが感じたからだ。この

ように、目標は目の前の生徒の状況から紡ぎ出されるべきであって、借り物の目標が横行するこ

とを渡邉氏は危惧している。なお、若狭高校では前述の観点を、教師間のみならず、ルーブリッ

クや考査の出題形式予告といった形で繰り返し生徒とも共有するが、その際、「論拠を示す」とは

どういうことかも教師が言語化して示している。 

第５分科会【国 語】 

「現代の国語」の単元を構想する  
〜新学習指導要領を⾒据えた「⾼次の学⼒」を育む授業展開の可能性〜 
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目標がはっきりしたら、教材の選定である。渡邉氏は、「書く能力」を高次に育むためには、深

く考えるに値する題材・課題で書くことが必要であり、そのために生徒のものの見方・考え方を

揺さぶる教材の発掘が重要だと説く。渡邉氏は、力のあるテキストであれば、問いは自ずとその

中にあると考えている。だから、発問に凝りすぎる必要もない。「あなたは○○時代の新聞記者で

す。そこで…」式の無理矢理感のあるパフォーマンス課題でなくともよく、「どう思う？とか、な

ぜ？とか、シンプルな問いばかり」と渡邉氏はいう。このように、力のある教材とシンプルな問

いで生徒が揺さぶられるように組織化された学習活動を、渡邉氏は「ぐーーーーっ！と考えて、

わっ！としゃべるイメージ」と表現する。 

多くの教師が頭を悩ませる評価については、「難しく考えずに、ノートを見たり、生徒の話を聞

いたりしてみては？」と渡邉氏は提案する。よく知られているように、渡邉氏は毎朝、受け持ち

生徒全員のノートに目を通し、その日の授業を構想する。そのとき、「どんな頭の働かせ方をして

いるのか、頭の中を見とろう」と意識しているという。生徒は今、何を理解し、何を理解してい

ないのか、どこでつまずいているのかという「生徒の現状の把握」こそ、評価の重要な機能だか

らだ。それゆえ、初めに設定した目標をガチガチに固定せず、生徒の状況を見て常に見直してゆ

くべきだと渡邉氏は強調する。 

このように、渡邉氏は常に目の前の生徒の状況を教育実践の出発点としているため、若狭高校

のやり方がよいやり方だと主張するつもりはない、と念を押す。それぞれの教師が勤務校の目の

前の生徒に向き合って構想した固有の実践を、よりよくするためにお互いに建設的に批評し合え

ることが、渡邉氏の願う実践者の関係といえるかもしれない。 

 

 

単元の後半、捕鯨の是非、イスラム圏における性差別等に関して生徒の意見を問う資料も登場

することから、道徳教育との関連を問う質問も出た。新学習指導要領においては、単元の構想に

当たって、教科横断的視点、合教科的視点を意識する機会が増えるだろう。あって当たり前だっ

た国語という教科の存在意義を国語科教師が真剣に考えないといけない時代が来るという面もあ

るかもしれない。 

 

 

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」という評価の３観点の概念

整理を理解することが出発点であることは確かだが、これらを別個にドリルしても「高次の学力」

は育たないのではないか。特に「現代の国語」は、内容の領域も多く、複数のテキストを読み合

わせる学習活動も増えることが予想されるため、科目の性質上、目標が細分化・分断化された授

業実践になりがちかもしれない。「現代の国語」を「方法知」だけにしないことが重要なのではな

いだろうか。 

 

 

全体討論の内容 

到達点と今後の課題 

122



   
 

   

   
 

   

   
 

   

123



124

スライド1

スライド3

スライド5

スライド2

スライド4

スライド6



125

スライド7

スライド9

スライド11 スライド12

スライド8

スライド10



126

スライド13

スライド15

スライド17

スライド14

スライド16

スライド18



127

スライド1

スライド3

スライド5 スライド6

スライド2

スライド4



128

スライド7

スライド9

スライド11

スライド8

スライド10

スライド12



129

スライド13

スライド15

スライド17 スライド18

スライド14

スライド16



130

スライド19

スライド21

スライド23

スライド20

スライド22

スライド24



131

スライド25

スライド27

スライド29 スライド30

スライド26

スライド28



132

スライド31




